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研究報告
歌人・石川啄木ゆかりの建築物と啄木ゆかりの地における歴史的環境
水野信太郎
北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
抄 録
本論文は筆者が近年10年間ほどを費やして調査研究を継続してきた「石川啄木ゆかりの建築
物」に関する一連の研究成果を総括的に採録したものである。本稿で詳述する建築物は，①常
光寺の石川啄木生誕の間，②宝徳寺の啄木生い立ちの間，③旧渋民尋常小学校，④石川啄木新
婚の家，⑤斉藤トメ家，⑥本郷喜之床である。これら6棟の建築年代は，江戸期から明治年間
に及んでいる。但し平成13年に再現された②の事例もある。くわえて上記の諸建築物を包含す
る形で，岩手県盛岡市ならびに愛知県犬山市において良好な状態で歴史的な環境が整備されて
いる点に関しても言及する。
キーワード：盛岡，犬山，校舎，武家住宅，農家，床屋
Ⅰ．は じ め に
本稿は，日本における国民的文学者の一人として名を
残す石川啄木（版画－1参照）が居住あるいは生活した
歴史的建築物に関する調査研究のまとめである。本研究
の目的は，石川啄木にゆかりのある建築物あるいは建築
物群そして所在都市の現況について報告することにあ
る。更に，それらの実情を再見することによって，これ
からの都市の在り方とりわけ文化行政に関するひとつの
方向性を示唆することが期待される。
1．啄木という存在とその位置
国民的文学者と目される啄木（たくぼく）石川一（い
しかわ・はじめ，1886－1912）は本年，生誕から132
年，没後106年目を迎えた。石川一は明治19（1886）年
2月20日に，当時の岩手県南岩手郡日戸村（ひのとむ
ら）で生まれた。やがて東京市小石川区久堅町で，同45
（1912）年4月13日に満26歳と1箇月余りで死去した。
他界後これほどの歳月を経ながらも今日，石川啄木とい
う存在の大きさは消えていない。
彼は，日本近代における国民的な文豪である夏目漱石
（なつめ・そうせき，本名・夏目金之助，1867～1916）
と並ぶ国民的文学者である。彼ら両人は，漱石が主とし
て散文の作品によって幅広い人気を得ているのに対し
て，啄木は①短歌という短い形式の作品による親しみや
すさ，そして②庶民の日常生活を題材にしている，さら
に③新しい思想面を含めて明治期を記録したことから，
日本の内外において広く認知される。その結果，石川啄
木は歌人で最多の文学碑を有している。余談ながら親し
版画1 金田一京助の横に立つ石川啄木
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みやすい文学作品として童話があるが，日本の童話作家
の一人，宮澤賢治も石川啄木と同じ岩手県の出身であ
る。なお大学の文学部等の卒業論文で主題に選ばれる童
話作家の1位が宮澤賢治（みやざわ・けんじ，1896～
1933）であり，続いて2位は新美南吉（にいみ・なんき
ち，1913～1943）だという。
なお本稿で記述する内容は，その一部分を日本建築学
会北海道支部研究発表会および国際啄木学会渋民大会に
おいて発表してきた。本稿は既発表をふまえた上で更に
研究内容を進め，啄木ゆかりの建築物を総覧する報告で
ある。
2．石川啄木と建築物
啄木の生涯は，郷里である岩手県と帝都・東京，そし
て北海道内の函館，札幌，小樽，釧路を移り住むもので
あった。その生活の中で仏寺，学校，住宅，新聞社，商
業（商工）会議所，料亭，病院などの建築物を体験し，
一方で文学作品の舞台ともした。とりわけ広く知られた
歴史的な建築物として，煉瓦造12階建ての凌雲閣（りょ
ううんかく，通称・浅草十二階）や，銀座の東京朝日新
聞社社屋，そして本郷森川町の蓋平館（がいへいかん）
別荘などがあったが，いずれも今は残されていない。
貧困の中に生涯を閉じたはずの石川啄木であったが，
彼ゆかりの建築物が予想以上に多数保存されている。そ
れらを列記すると
① 常光寺内の「生誕の間」
② 宝徳寺内の「生い立ちの間・書斎」
③ 旧渋民尋常小学校の木造校舎
④ 盛岡市内の「新婚の家」
⑤ 代用教員時代の農家「斉藤トメ家」
⑥ 本郷喜之床（現・博物館明治村）
である。本稿では上記すべての建築物に関して現状を記
述すると同時に，④にあげた新婚の家に関しては啄木居
住時を復原し，さらに⑥の理髪店・喜之床（きのとこ）
については愛知県犬山市内の財団法人博物館・明治村に
おける展示状況など歴史的環境の実情についても報告す
る。
Ⅱ．啄木の生家 常光寺
本章では，旧玉山村の常光寺庫裏に残る「啄木生誕の
間」について記述する。なおⅡからⅥで記述する建築物
の所在地は，いずれも現在の盛岡市内に含まれる。
1．日照山常光寺の所在地と先行研究
啄木が生まれた曹洞宗の日照山常光寺は，かつての岩
手県南岩手郡日戸村，現在の岩手県盛岡市玉山区日戸
（ひのと）にある。この常光寺の外観を掲載する初期の
文献としては，昭和11年にまとめられた『啄木写真帖』
を挙げることができる1）。この著名なアルバムには，今
も繁茂する本堂前の大木を写真手前右近景に写し，左半
分に常光寺本堂の正面車寄（くるまよせ）と西側妻面
（つまめん）を撮影している。屋根は萱（かや：ススキ
の穂）などで葺（ふ）かれているようで，寄棟（よせむ
ね）の葛屋（くずや：草葺きの建築物）である。その写
真には「啄木が呱呱の声を挙げた常光寺，建物は当時の
ままである」というキャプションが付されている。そし
て同書の次々ページには「常光寺玄関前の編者と近所の
子供」とする写真もある。これには本堂足元の基壇か
ら，軒下を支える持ち送りまで見える。そして同写真で
は暗いが，車寄の虹梁（こうりょう）木鼻（きばな）の
輪郭だけは判別ができる。
本堂と庫裏のつながりが鮮明に見えるのは『石川啄木
日本文学アルバム8』2）中の「生家の玉山村常光寺」とい
写真1 常光寺の外観 写真2 常光寺の啄木生誕の間
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う写真である。写真左方に寄棟平入（ひらいり）の本
堂，中央部に連結部分，そして庫裏の全体像外観が掲載
されている。
2．日照山常光寺「啄木生誕の間」
むかしゆりかご ね
その昔 揺籃に寝て
ゆめ ひと
あまたたび夢にみし人か
せち
切になつかし
啄木「生誕の間」の実測調査を，平成20（2008）年10
月18日（土）午前中に実施した。結果を図－1「常光寺啄
木生誕の間現状平面図」に示す。図中の中央上段に位置
する奥の室が「生誕の間」である。縁を隔てて裏庭に面
する。そのようすは写真－2を参照されたい。
「啄木生誕の間」は，常光寺本堂（写真－1）の東側
に連なる庫裏の一室である。一方，常光寺の本堂は図－
1左端の一点鎖線で示す部分である。
写真－2の啄木生誕の間は，同室の中央東寄りから西
側に向かって撮影したものである。正面の床の間に掛け
られている軸は，金田一京助博士の真筆になる「石川啄
木生誕之地」である。実測調査時に住職から「来週，レ
プリカが届きます。」と伝えられたので，金田一博士の
真筆を撮影させて頂いた最後の機会であったろうか。
床の間に向かって右が，北の庭に面した縁側となる。
床の間の左側は押入で，手前の建具は襖である。「生誕
の間」は畳敷きの8畳間である。8畳に加えて，正面に
1間幅（真々寸法1826㎜）の床の間が構えられている。
部屋の天井は，床の間に平行な棹縁（さおぶち）天井で
ある。床の間は床框（とこがまち）をもつ，畳面よりも
1段高い形式である。しかし，ごく一般的な框床（かま
ちどこ）の形式とは異なる。床框の下端（したば）が直
接畳の床面（ゆかめん）ではなく，さらに框の下に蹴込
板（けこみいた）が入る特徴がある。したがって啄木生
誕の間の「床の間」は，通常の一段分よりも高く構えら
れている。その框上端（うわば）のレベルで床板（とこ
いた）が張られている。
「生誕の間」正面左側半分の押入部分と東側2間（け
ん）分にのみ，内法長押（うちのりなげし）をもつ。床
の間まわりの正面には落し掛け（おとしがけ）が渡され
ている。床の間の壁仕上は，奥（正面）の壁も両脇（側
面）の壁も真壁（しんかべ）式の塗り壁である。
「生誕の間」を詳細に観察した結果，同室の番付（ば
図1 常光寺啄木生誕の間現状平面図
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んづけ）を解明することができた。床の間に向かって右
端手前の柱が番付で「い二」，床の間脇の押入に向かっ
て左側の柱が「ほ二」と呼ばれたことが判明した。その
根拠は，部屋北面の腰あかり障子戸4本がたつ梁間2間
（けん）分の指物（さしもの，梁）部材成（せい：縦方
向の寸法）254㎜の西側端部室内側に「い二」の墨書を
確認できるからである。同様に「次の間」8畳との境に
柱間装置（はしらまそうち：建具）である襖4本を構え
る指物（成301㎜）の西端「生誕の間」面に「ほ二」と
いう墨書が読み取れる。この「次の間」との境界を構成
する指物の東端では墨書を発見することが出来なかった
が，「生誕の間」と北側縁との境の指物東端の室内面に
は「い」の一文字だけを確認することができた。その墨
書からでは「い」の何番であるかを確認することはでき
なかった。しかし，この部分は「い六」だと判断され
る。つまり床の間背面の壁（南北方向）が「一番」で，
その通りよりも3尺東側の床柱（とこばしら）を含む通
りが「二番」である。したがって「生誕の間」東面に位
置する南北のラインでは，「六番」の通りであると判断
するのが妥当である。
一方，東西方向の通りは「生誕の間」北端の一辺が
「い」通り，その3尺南側すなわち床の間の中央が
「ろ」通り，床柱の通りが「は」，押入の中央が「に」，
「次の間」との境が「ほ」となる。このように互いに直
交する2グループのそれぞれの通りの名である「い・
ろ・は」と「漢数字」の組み合せで，プランの中の特定
の位置を表示している。このような番付のシステムは一
般的に「交差（交伹・こうさ）番付」あるいは「組合
（くみあわせ）番付」と呼ばれる。慣用句で「いの一
番」などと口にされる表現は，元来が建築用語に由来し
ている。
「啄木生誕の間」は交差番付を用いて建築工事がなさ
れた。なお「生誕の間」は，現在の常光寺を昭和46年に
建てかえる際，オリジナルの古材を活かして保存され
た。今回確認された番付が新築時に付されたものか，そ
の後の昭和46年のものかは即断できない。
交差番付で「は二」の床柱に取り付けられている内法
長押には16弁の菊の形をした釘隠しが打ちつけられてい
る。一方，床の間に対峠する東の面は2間（けん）分を
通して長押（なげし）がとりつけられている。そして
「ろ六」と「に六」にも，それぞれ同形の釘隠しが打ち
つけられている。「生誕の間」の内法寸法は1764㎜，鴨
居の成は51㎜，長押の高さ103㎜，そして天井高は2604
㎜であった。畳の大きさは1762×878㎜である。
Ⅲ．啄木が育った寺 宝徳寺
石川啄木が満1歳の時に，両親そして姉たちとともに
転居し，その後ながらく少年時代を過ごしたのが渋民村
の宝徳寺であった。渋民村は日本人全ての「ふるさと」
を代表する地として広く知られてきた。
1．啄木のふるさとに関する研究
本節では宝徳寺および「生い立ちの間」の古写真を検
証しておく。前述した『啄木写真帖』には「啄木が少年
時代を送った宝徳寺の本堂正面（大正十一年撮影）」と
する建物の外観写真がある。勾配が急な草葺き寄棟屋根
の平入（ひらいり）で，車寄には瓦葺きの庇も見える。
そして「啄木の書斎だった宝徳寺の一室，前は裏庭に面
して静かな部屋である」として，左端から縦しげ障子，
中央に床の間，右方に天袋（てんぶくろ）と地袋（ぢぶ
くろ）を構える室内写真を掲載している3）。さらに「宝
徳寺の裏庭，前方に白い花をつけているのは躑躅，啄木
の歌に「わが庭の白き躑躅を薄月の夜に折りゆきしこと
写真3 宝徳寺の外観 写真4 宝徳寺啄木生い立ちの間
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な忘れそ」というのがある」とのキャプションがつけら
れた箇所には，裏庭から当該棟を撮影した写真も掲げら
れている。その写真には建築物が雁行する外観が見られ
る。
やはり前述した『石川啄木 日本文学アルバム8』4）に
は，「生い立ちの間」から見た光景を「啄木の居室と前
庭」として旧状を鮮明に写し出している。また『きたぐ
にの詩人 啄木・賢治』5）にも居室のシャープな旧状が掲
げられている。
2．萬年山宝徳寺「生い立ちの間」
前述した日照山常光寺「啄木生誕の間」を実測調査し
た平成20（2008）年10月18日（土）の昼から午後にかけ
て，萬年山宝徳寺（写真－3参照）内に再現されている
「啄木生い立ちの間」を現地踏査した。宝徳寺にあって
は，以下に引用する通りの趣旨説明を掲げている。
石川啄木は，ここ萬年山宝徳寺において，満一歳から
十八歳まで生活をしました。／特に，盛岡中学校（現・
盛岡第一高等学校）時代は，この部屋を好んで使い，読
書や／思索に，あるいは友との語らいに，時を忘れて熱
中をする場としました。／（中略）／この部屋は，大事な
「啄木の間」であります。したがいまして，当時のまま
に平成／十三年に復元し，石川啄木を偲ぶよりどころと
して，永く保存に務めて参ります。
以上採録した説明板の右隣には，表札状の板に「啄木
書斎」と室名を縦書きした木札が掛けられている。「生
い立ちの間」の現状平面図を図－2に示す。萬年山宝徳
寺は正面を西方に向けた伽藍（がらん）配置をしてい
る。したがって西側からアプローチする。本堂の位置を
図の上端に一点鎖線で部分的に表記した。「生い立ちの
間」は本堂と庫裏を結ぶ中間の場所に再現されている。
図中央部の下半分に位置する座敷が「生い立ちの間」で
ある。東側には東方向（山側）に広がる庭に面したガラ
ス窓がある。写真－4に掲げるように座敷南面に床（と
図2 宝徳寺啄木生い立ちの間現状平面図
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こ），床脇（とこわき）として天袋と地袋がつけられて
いる。床に向かって左側（東方向）には，奥行（東西方
向寸法）がきわめて小さな付書院（つけしょいん：出書
院）が構えられ，ここには縦繁（たてしげ）明り障子窓
が柱間装置として整えられている。
かんこどり
閑古鳥
な ひ おこ
鳴く日となれば起るてふ
とも
友のやまひのいかになりけむ
「生い立ちの間」の正確な広さは，7畳と4分の1畳
すなわち7．25畳である。「床の間」の前に敷かれている
細長い畳の寸法は1731×423㎜，部屋中央部の一般的な
畳の大きさは1756×876㎜であった。なお柱と柱の間の
距離は，真々（しんしん）で1818㎜という整った数値で
ある。正面の「床の間」には落し掛けが渡されている。
「床の間」を除く室内全面の内法高さに，長押が回され
ている。内法高（うちのりだか）は1754㎜，そして天井
高は2348㎜であった。天井は「床の間」に平行な向きの
棹を配した棹縁天井である。すぐ北側に隣接する「次の
間」も床（とこ）と平行な棹縁天井である。しかし「生
い立ちの間」に接する東側の縁側の天井は，化粧野地
（のじ）天井である。縁側の床仕上は，板張りである。
「生い立ちの間」正面（南面）の壁仕上げは，白漆喰の
塗り壁となっている。
図面左方の出入口にある石材仕上げの踏石（くつい
し：石段）で下足を脱ぐ。丸柱と丸柱の足元を結ぶ框の
ラインで段差がある。したがって玄関の床レベルと中廊
下の床面では1段分の段差が生じている。中廊下は板張
り仕上げで，このレベルは「生い立ちの間」の畳面と同
一に揃えられている。
中廊下の南端から図の下方へ続く階段は降る。つまり
「生い立ちの間」「次の間」中廊下そして本堂の床レベ
ルが最も高く，これら以外は全て下がることになる。図
の下方の階段を降りて南西方向に進むと，別棟の庫裏へ
と至る。
Ⅳ．旧渋民小学校
むかし
その昔
せうがくかう まさ や ね わ な まり
小学校の柾屋根に我が投げし鞠
いかにかなりけむ
1．啄木が学んだ渋民尋常小学校
旧渋民小学校の木造2階建て校舎は，岩手県岩手郡玉
山村大字渋民字渋民9番地（本研究現地調査時），現在
の同県盛岡市玉山区の渋民に所在する財団法人「石川啄
木記念館」の敷地内に移築保存されている。同「記念
写真5 旧渋民小学校外観
写真6 旧渋民小学校1階職員室 写真7 旧渋民小学校2階教室
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館」の所在地は，かつて岩手県北岩手郡渋民村大字第13
番地地割24番と呼ばれていた場所である。この石川啄木
生い立ちの地で，「記念館」の本館（昭和61年，西暦1986
年竣工）正面に向かって左方向（北側）に位置する広場
に，旧渋民小学校が建つ。
写真－5に示す通り木々の緑を背景にする形で，左側
が旧渋民小学校の校舎，そしてすぐ右手にはかつて渋民
街道（現・国道4号線）沿いに建っていた農家建築であ
る斉藤トメ家が並んで移築・保存されている。この斉藤
家は，石川啄木が明治39（1906）年3月4日から同40
（1907）年5月4日まで，母や妻たちと一家で間借りを
していた住宅である。ちょうど当家に居住していた期間
のうち明治39年4月11日から翌40年4月22日まで，啄
木は岩手郡渋民尋常高等小学校尋常科代用教員を拝命し
ている。その意味で旧渋民小学校と斉藤家が，右左に
揃って保存されていることは意義深い。なお，この農家
建築・斉藤家に関しては，本稿の第Ⅵ章において後述す
る。
2．旧渋民尋常小学校の校舎
旧渋民小学校の校舎は，木造総 2 階建て寄棟屋根シ
ングル葺き（柾・まさ葺き）外壁下見板（したみいた）
張りの建築物である。開口部の建具は，すべて引き戸形
式の明り障子である。主出入口は引き分け戸，それ以外
の出入口は引き違い戸である。そしていずれも下半分
は，和紙ではなく板張り（力板・ちからいた）の腰部分
をもつ明り障子戸であった。
外壁に面する窓は，外側に木製の縦格子を構えてお
り，その内側に明り障子の引き違い建具がある。間仕切
り壁に設けられている窓は，2階のふたつの教室と廊下
の境に位置する窓だけである。全体を通して校舎の開口
部には，窓ガラスが全く使用されていない。校舎の規模
は8間×5間で，1階が約132㎡，2階が同じく約132
㎡の合計264㎡余りである。旧渋民小学校の主出入口
は，図－3の1階平面図で示すように，桁行8間のほぼ
中央に設けられている。したがって当該建築物は平入の
校舎である。より厳密に言うと主出入口は，中央の柱よ
りも向かって左手側にあたる幅1間を開口部としてい
る。
主出入口から校舎1階へ入ると内部は，床を板敷きに
した広い空間である。この大きな空間の中央に4本の独
立した柱が建って，2階の床を支えている。そして右手
奥の隅には2階への階段があり，階段の周囲には階段に
接して2本の柱がある。1階のこの広い部屋には，右側
手前隅と右前方奥の階段下の2箇所に囲炉裏が設けられ
ている。囲炉裏が2箇所も同一フロアーに用意されてい
た理由は，男子児童と女子児童のそれぞれが使用する囲
炉裏が分けられていたためという。男女の囲炉裏を分け
て設置するという事例は，北海道内でも実施されてい
た。なお旧渋民小学校においては，階段の下に位置する
囲炉裏を男子児童用，広間右手隅の囲炉裏を女子児童用
としていた。
旧渋民小学校1階を入ったところの左側には，各8畳
ほどの大きさの部屋が2室ある。ひとつは職員室で，残
る1室は小使室すなわち今日の用務員室に相当する。職
員室は校舎の正面側に位置しており，椅子式の部屋であ
る。小使室は部屋としては8畳の広さであるが，4畳半
分は畳敷きとなっていて，その内の中央半畳分は囲炉裏
で占められている。
1階の右手奥の階段を上って2階へと至る。2階の平
面は1間幅の廊下が桁行（けたゆき）方向に長く延びて
いる。廊下から教室への出入口には引き違い戸がたつ。
教室は，校舎の妻面側に位置する内壁面に黒板を配置し
ていた。したがって教卓が妻側に置かれる。ところが現
代の教室と決定的に異なっている点もあった。それは教
室の中央部に，独立した柱が複数たてられている点であ
図3 旧渋民小学校1階現状平面図 図4 旧渋民小学校2階現状平面図
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る。とくに教卓の目前の位置に柱が建つという状況は，
現在の教育環境では考え難い。
石川啄木自身が小学生として学び，後には自身が代用
教員として教壇にも立った旧渋民小学校は，
① 建具が全て和紙を貼った明かり障子である
② 囲炉裏しかも男女別の囲炉裏が残っている
③ 教室の中央に独立した柱が複数たっている
など相当に古い時代の特徴を示していると言える。啄木
が当該小学校，当時の岩手郡渋民尋常小学校へ入学した
のは明治24（1891）年5月2日のことであった。その時
点では当該校舎が既に存在していたので，旧渋民小学校
は少なくとも明治前半の早い時期に竣工した学校建築と
して貴重な遺構である。旧渋民小学校の校舎は明治17
（1884）年に，渋民村大字渋民13地割34番地に建てられ
たという。しかし同44（1911）年4月には別の新校舎が
竣工し，そちらに小学校機能が移される。このため旧校
舎は解体移築されて分教所として転用されたり，さらに
地区公民館に活用された時期もあった。現在地に移築保
存されたのは昭和43（1968）年で，「石川啄木記念館」
の開館に先だつ2年前であったという。
Ⅴ．啄木新婚の家
ひと う す こと
人ひとり得るに過ぎざる事をもて
たいぐわん
大願とせし
わか
若きあやまち
1．本章では「啄木新婚の家」として岩手県盛岡市中
央通3丁目17かつての帷子小路（かたびらこうじ）79番
地（帷子小路八番戸）で現地保存されている江戸期の武
家住宅1棟について報告する。当該家屋は財団法人盛岡
観光コンベンション協会の管理によって公開されてい
る。地域振興ならびに歴史的資源の知的活用に関する好
例として注目に値する。
2．啄木新婚の家
「啄木新婚の家」は南部藩武家住宅の一例である。現
況では居住者はなく，管理者が常駐して無料公開されて
いる。著者が初めて当該建築物を見学した昭和50年代後
半には，東北大学建築学科教授佐藤巧工学博士と記名の
ある案内板が掲げられていた。その文面には「江戸期の
建造と見られる中級・下級武士の住宅のようすを残す」
遺構と明示されていた記憶がある。この説明文を草した
佐藤教授は日本建築史の研究者であった。「啄木新婚の
家」の建築史学上の位置づけは，36年ほど経過した今日
でも大幅な修正を必要とするものではない。
ただし当該建築物の文化史的な価値は，一層の高まり
を増している。それは平成24年（2012）4月13日（金）に
啄木・石川一の没後満100年を迎えたことなどに起因す
る。さらに平成23年3月11日（金）14時46分に発生した東
日本大震災で甚大な被害を受けた東北一帯にとっては，
復興活動において地域の先人を物語る都市建築として何
らかの役割を果たす可能性が残されている。
以下，現況にそって記述する。家屋は寄棟平入カラー
鉄板一文字（いちもんじ）葺きである。主出入口は寄棟
大屋根の平（ひら）面ほぼ中央に位置するが，やや向
かって左側に片寄る（図－5参照）。正面は概ね東を向
く。主出入口は1間（けん）の幅に引き違いガラス戸が
たつ。主出入口の土間部分は，奥行が3尺に過ぎない。
この参観者用出入口は，身舎（もや）部分から奥行3尺
を前面（外側）に突き出す形で車寄として構えている。
写真－8右端に姿を見せる樹木は「銀座3世柳」であ
る。これは銀座金春（こんぱる）通り会の元会長・故勝
又康雄氏らが，銀座の東京朝日新聞社に勤務した啄木に
写真8 啄木新婚の家外観 写真9 啄木新婚の家四畳半
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因んで寄贈した。まちづくりの実践事例と言えよう。筆
者は生前，銀座煉瓦街の研究を通して勝又氏ご夫妻から
親しく知己を得た。
管理者用出入口は，参観者用とは別に右隣にある。だ
が管理者用は車寄のように身舎から張り出してはいな
い。このため主出入口と並んでいながらも，奥に控えた
構えとなっている。
主出入口から入室すると第1室は6畳で，部屋の4周
すべてに長押がある。同様の畳敷き和室が，もう1部屋
続く。それら2室の左手が，当家屋中で最も格が高い座
敷である。座敷正面の床の間だけは落し掛けであるが，
それ以外の部分はすべて長押を構える。以上の3室は，
石川家とは別の家族が住んでいた空間である。したがっ
て，この「座敷」と「両親と妹の部屋」を隔てる間仕切
（まじきり）の襖は，他の世帯宅との境を仕切る戸境
（こざかい）壁代わりに閉じられていた。この他家は日
常的に現在の主出入口から入室し，床の間の背面にある
便所（現在は閉鎖）を使っていたと推察される。
啄木一家が当宅に住むのは啄木と妻セツ（旧姓堀合節
子，ほりあい・せつこ，1886－1913）が結婚した明治38
年（1905）である。同年4月25日に啄木の父一禎（いっ
てい，1850－1927）と母カツ（旧姓工藤かつ，1847－
1912）と妹ミツ（のち三浦光子，1888－1968）の3人が
渋民村大字芋田（いもた）第八地割五十三番地から転居
してくる。一禎は前年12月26日に宗費滞納のため曹洞宗
から宝徳寺の住職を罷免（明治38年1月15日告示）され
ていた。
結婚式は明治38年5月30日に「両親と妹の部屋」8畳
で挙行された。だが啄木は出席していない。有名な花婿
のいない祝言である。彼が当宅に現れて居住するのは6
月4日からである。この間，啄木は東京・仙台・渋民村
を転々としていた。仙台では土井晩翠（つちい・ばんす
い，どい・ばんすい，1871－1952）の細君から金銭を借
用している。一方，節子は結婚のため3月31日に篠木尋
常高等小学校の代用教員を辞し，一禎が盛岡市役所へ啄
木と節子の婚姻届を5月12日に提出する。
図5 啄木新婚の家現状平面図
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「両親と妹の部屋」には長押がつき，正面に1間幅の
押入が左右に並ぶ。啄木が「我が四畳半」と記した新婚
の間は，写真－9の如く根太（ねだ）天井である。根太
とは床板を支える横架材（おうかざい）である。つまり
上階の荷重をささえる必要があることを示している。小
梁（こばり）からは自在（じざい）継ぎ手が下がってい
る。写真中央奥の畳敷き2畳が玄関前に位置する。図－
5中央上部に「啄木一家の玄関」があり，一禎，カツ，
啄木，節子，ミツは，この出入口を利用し，平面図左上
の便所を使ったと見られる。
以上が「啄木新婚の家」で公開されている部分であ
る。図－5右半分は当該家屋を管理する㈶盛岡観光コン
ベンション協会が使うバック・スペースとなっている。
同協会の大野道夫氏が，ほぼ毎日つめておられる。大
野氏は昭和7年9月8日に当地で生まれ，昭和17年頃か
らの記憶をお持ちとのことである。第二次世界大戦直後
の昭和21～22年ころは，この家屋で5家族が間借りをし
ていたという。台所が北面に2箇所，便所は現在の2箇
所に加えて北東の屋外にもあった。北東隅の部屋が旧台
所で，室内の隅に井戸があった。市が当宅を購入した時
点でも，2世帯が住んでいた。所有者はずっと大平氏
で，大平家は当地の大きな地主ということであった。
「啄木新婚の家」の建築年代は幕末期よりも大きく遡
ることはないであろう。その根拠は帷子小路が比較的新
しい街区であることによる。仁王堂のあった古寺が寛文
期（1661－1673）に廃される。それで仁王小路と呼ばれ
るようになる。さらに時代は下って武家の次男，三男が
独立する際，新家が必要となる。このため仁王小路の周
囲に「仁王新小路」，「帷子小路」，「新山（しんざん）小
路」3地区が形成される。帷子小路の正式な地名は，盛
図6 啄木新婚の家復原平面図
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岡市仁王第三地割字帷子小路であった。「啄木新婚の
家」が建てられるのは，江戸期も末期まで遅れる。この
地区の旧状を示す民家が新婚の家の近く北北東に残存し
ていた。しかし最近とりこわされてしまった。記録とし
ての意味から写真－10に掲げる。
一家は明治38年6月25日に盛岡市加賀野磧町（かがの
かわらまち）四番戸（現・加賀野1丁目）に転居し，
『小天地』を発行する。しかし経済的に行き詰まり，明
治39年3月4日渋民の斉藤家へ転出する。
3． 啄木入居時の新婚の家
次に石川家が当該家屋に入居していた当時の平面構成
を考察する。今日，文化財建造物の保存過程において過
去の姿を考察することは極めて重要な行為である。竣工
時など過去の姿を立証する際に根拠となる第一の資料
は，その建築物に残存している部材そのものである。加
えて他の諸資料が駆使されることも多い。具体的には古
絵図や近代にあっては古写真などである。本節では「啄
木新婚の家」に使われている柱などの中から，古材とし
て信頼に足る材料の痕跡を図－6に示す復原平面図の根
拠とする。
啄木一家が居住していた当時の状況に触れる前に，当
該家屋が新築された当初の姿を整理しておく。近世末に
竣工した時点では，家屋の北側半分が広い土間であっ
た。床が張られていた部分は，二つの6畳間と啄木の四
畳半を含む3室の並びまでであった。勿論，10畳の主の
間と隣室8畳（父と母と妹の部屋）は当初から座敷で
あった。以上の5部屋だけが床を張った居室であった。
それ以外の部分すべてが土間（ニワ）であった。5部屋
のうち四畳半を除く4室には長押がある。したがって四
畳半が最も格の低い部屋であった。さらに四畳半だけは
棹縁天井ではなく，根太天井である。つまり上部に収納
空間をもつ物置的な部屋であった。四方の大半が壁で構
成され，出入口が2箇所あるだけであった。
やがて啄木が入居する幾らか前に，西側の壁を現状の
ような4枚引きの窓に改め，それまで板の間であった床
に畳を敷き詰めて「四畳半」の居室とした。啄木の「我
が四畳半」をいう記述を読むと，この部屋の窓際に妻セ
ツと妹ミツの机を並べ，それらの背後に啄木自身の机を
据えたという。
Ⅵ．教員時代の住まい「斉藤トメ家」
つち ふ
ふるさとの土をわが踏めば
なに あしかろ
何がなしに足軽くなり
こころおも
心 重れり
1．街道に面した農家建築・斉藤家
本章では，盛岡市玉山区渋民字渋民9番地の㈶石川啄
写真10 新婚の家近くの民家
写真11 斉藤トメ家外観 写真12 斉藤トメ家1階室内
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木記念館敷地内に移築保存されている旧斉藤家住宅1棟
について報告する。この農家建築は元来，東京の日本橋
から青森へと至る旧道，現在の国道4号線の東側に接し
て建てられていた。啄木が居住するという事実がなかっ
たとしても，当該建築物はこの地域における近世期農村
生活のようすを今日に伝える貴重な証言者である。
2．旧斉藤トメ家の現状
旧斉藤家住宅の平面図が，公刊された書籍に掲載され
ている。『文学探訪 石川啄木記念館』同記念館監修・
佐藤正美ほか著，蒼丘書林，1987年7月20日改訂版発行
の36ページである6）。しかし同図は部屋数を知ることが
出来る程度で，梁間方向と桁行方向の縮尺さえもが不正
確なものである。
石川家が「斉藤トメ」方に間借りしたのは明治39年
（1906）3月4日から翌年5月4日までであった。斉藤
家が，啄木にとっては渋民最後の住まいとなった。斉藤
家に住んで啄木は岩手郡渋民尋常高等小学校に尋常科の
代用教員として奉職する。それは明治39年4月11日から
同40年4月22日の期間である。
旧斉藤家は現在，石川啄木記念館内の小高い場所に移
築されているが，元来は旧街道・国道4号線の東側に面
していた。斉藤家は半切妻（はんきりづま）萱葺きの妻
入（つまいり）家屋で，本来は町並みを構成する1棟と
して左右両側に隣接する他家と並んで建っていた。
正面右側が通り庭（土間）の図－7のような平面構成
である。大戸には左側に潜り戸が付く。第1室（写真－
12参照）が，入居時に「啄木一家の部屋」となった。6
畳と4畳の畳敷きで，境の2本溝敷居には実測時に柱間
装置が全くなかった。修理後に4枚の板戸がはいる。6
畳の壁側に床の間と床脇がある。床の間は成の高い框が
横たわり，框下端に蹴込板がある。右手床脇の床レベル
は畳とゾロ（同一面）であるから踏み込み式である。床
の間と床脇の壁面は荒土の塗り壁で仕上げられ，どちら
も奥行は浅い。
表から2室目は土間側が6畳の畳敷きで，壁側は4畳
分の板の間である。6畳から板の間へ入る上部に神棚が
ある。第3室の板の間に炉が設けられ，修理前から炉の
周囲3尺幅に畳を敷いていた。この部分の天井はなく，
上部の越屋根（こしやね）が煙出しとなっている。
家屋最奥部は屋内の馬小屋である。足元には無双の小
窓があり，天井がなく屋根勾配をあらわにする。裏口大
戸の吊り元は，外から見て左端であった。2階は板の間
の1室のみである。啄木一家は部屋代を滞らせる。この
ため1階表の間から追われ，最後には2階のみを使って
いたという。2階正面の明かり障子の窓には，低い腰壁
がついている。
Ⅶ．本郷喜之床
くわ し もら とき わす
お菓子貰ふ時も忘れて，
かい
二階より
まち ゆき き なが
町の往来を眺むる子かな。
1．啄木最後の東京生活
石川啄木が北海道の生活から逃れて横浜を経て東京へ
たどり着いたのは，明治41（1908）年4月28日のことで
ある。啄木最後の東京生活のスタートは，当時まだ東京
市の郊外であった渋谷村の千駄ヶ谷にあった新詩社の
『明星』発行所からであった。東京市本郷区弓町二丁目
十八番地（明治43年9月3日以降，啄木の本籍地）の新
井こう方（写真－13参照）に石川啄木が転居するのは，
明治42（1909）年6月16日のことであった。この日は北
海道函館の宮崎郁雨の元に身を寄せていた母と妻と長女
が，上野駅へ上京してきたのであった。それ以前には
啄木は単身のため，千駄ヶ谷を振り出しに同41（1908）
年5月4日本郷区菊坂町82番地の赤心館で金田一京助と
同宿したほか，同年9月6日からは本郷区森川町一番地
図7 斉藤ヨメ家現状平面図
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新坂359（現・文京区本郷6－10－12）の木造3階建て
蓋平館別荘に居住していた。
2．本郷喜之床
本郷喜之床は，写真－15に掲げる通り「新井こう」方
の理髪店であった。第二次世界大戦による東京への空襲
でも焼け残っていた喜之床の重要性に早くから注目して
いたのは，文学者の野田宇太郎であった。わたしたちは
野田の尽力によって東京時代における石川啄木の生活の
舞台を今日なお目にすることができる。この木造2階建
て切妻屋根桟瓦（さんがわら）葺き（背面の下屋庇は，
もと柾葺き）外壁平面（ひらめん）下見板張り，外壁妻
面押縁（おちぶち）下見板張りの店舗併用住宅は，店舗
と住居部分を合わせて1階が間口3間×奥行5間の床面
積45㎡余りの規模をもつ。2階は3間×3間の30㎡足ら
ずであるから，延べ床面積にして75㎡余りの住宅建築で
ある。
この建築物の2階6畳ふた間（図－9ならびに写真－
16参照）を石川家が借りて住んだ。家族人数は啄木と母
と妻と長女の4人で始まるが，明治42（1909）年12月20
写真13 本郷喜之床正面外観 写真14 本郷喜之床背面外観
写真15 本郷喜之床1階室内 写真16 本郷喜之床2階室内
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日からは父も加わり，翌43年10月4日には長男も誕生す
る。喜之床は図－8の1階現状平面図に示す通り，正面
間口の大半を「ミセ」つまり理髪店が占めている。しか
し左端3尺分のみが通路として確保されていた。背面に
は引き違い戸を構えた出入口（写真－14参照）が，別に
ある。2階で生活をする啄木家族が階下へ下りる際は，
階段の前の「3畳」が通路となる。この急な階段の昇降
が，長男出産後に体力の衰えた妻や胸を病んでいく母や
啄木自身にとって負担となる。このため石川家は，明治
44年8月7日に小石川区久堅町74－46の平家建て住宅へ
転出した。なお，この本郷喜之床の建築年代は，明治末
年頃といわれる。したがって啄木一家は，新築間もない
理髪店の2階へ入居したことになる。
喜之床は現在，愛知県犬山市内丸1番地に所在する財
団法人博物館明治村のⅣ号地と呼ばれる一角に移築さ
れ，良好な状態で展示公開されている。北隣に建つ小泉
八雲避暑の家と並んで明治期の木造建築物群を構成して
いる。八雲避暑の家は，かつて静岡県焼津市城之腰に明
治初年に建てられた。避暑の家も喜之床も，現状では東
方向に主出入口を向けている。この位置から50ｍほど東
側に，入鹿池がある。焼津にあった当時から東方向に駿
河湾を望むロケーションであった点を尊重している。喜
之床は，そのような小泉八雲避暑の家と並んで配置され
ている。別件であるが，本郷喜之床は平成25年に「理容
遺産」に選定された。
Ⅷ．む す び
以上述べてきたように，石川啄木にゆかりをもつ現存
する建築物の中から，常光寺の啄木生誕の間，宝徳寺啄
木生い立ちの間，旧渋民小学校の校舎，啄木新婚の家，
斉藤トメ家，本郷喜之床の6棟について報告した。本稿
図9 本郷喜之床2階現状平面図
図8 本郷喜之床1階現状平面図
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において全建築物の現状平面図を掲げた。新婚の家につ
いては復原平面図を示すこともできた。さらに紙面の許
す範囲内で調査時の4×5インチ版写真などをも掲載す
ることができた。資料的な価値が少しでも高いことを念
願している。今後とも石川啄木と建築物の関わりを調
査・研究していきたいと考えている。
本稿をまとめるに際しては，実に多くの方々の御協力
を賜った。日照山常光寺御住職，萬年山宝徳寺令夫人，
財団法人「石川啄木記念館」の嶋千秋館長（調査当時），
現館長の森義真先生，財団法人盛岡観光コンベンション
協会の大野道夫氏，財団法人博物館明治村の館長（当
時：写真－13）であり名古屋大学名誉教授の飯田喜四郎
先生，北海道教育大学札幌校および北翔大学元教授の
佐々木茂喜博士（医学）はじめ関係各位からひとかたな
らぬ御指導，御力添えをいただいた。加えてまちづくり
への深い思いを，銀座金春通り会の元会長・勝又康雄氏
ご夫妻からは逝去後なお今更のように教えられた。それ
から当調査研究に際しては，北翔大学北方圏学術情報セ
ンター（通称：ポルト）より特別研究として御承認いた
だいた。その際には関係各位から深甚なる御高配を賜っ
た。末尾になってしまったが，この紙面を借りて心より
感謝の意を表するものである。
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